
 

第1５回  

在日コリアン人権啓発東京セミナー  

主催 ：一般社団法人在日コリアン・マイノリティー人権研究センター（ＫＭＪ） 

（旧 社団法人大阪国際理解教育研究センター） 

 

当 セ ン タ ー は ２ ０ １ ３ 年 ４ 月 １ 日 よ り 一 般 社 団 法 人 在 日 コ リ ア ン ・ マ イ ノ リ テ ィ ー 人

権 研 究 セ ン タ ー （ Ｋ Ｍ Ｊ ） と 名 称 が 変 更 し ま し た 。 国 の 公 益 法 人 制 度 改 革 に よ る も の で

す 。 し か し な が ら 在 日 コ リ ア ン を は じ め と す る 在 日 外 国 人 の 研 究 ・ 啓 発 事 業 に つ き ま し

て は 従 来 通 り 実 施 し て 参 り ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 さ て 今 年 は 関 東 大 震 災 発 生 よ り ９ ０ 周 年 と い う 節 目 の 年 に あ た る こ と か ら 、 当 セ ミ ナ

ー で は 【 関 東 大 震 災 時 の 朝 鮮 人 虐 殺 と そ の 後 】 を メ イ ン テ ー マ に 行 い ま す 。 ま た 当 セ ミ

ナ ー が １ ９ ９ ８ 年 に 開 催 さ れ て か ら １ ５ 周 年 を 迎 え る こ と か ら 、 記 念 講 義 な ど も 実 施 す

る 予 定 で す 。  

 そ の 他 、 例 年 同 様 個 性 豊 か な 講 義 を 準 備 い た し ま し た の で 、 多 く の 皆 様 の ご 参 加 を お

待 ち し て お り ま す 。  

－開  催  要  項－  

【 日   程 】  

 春  期  ２ ０ １ ３ 年  ６ 月２７ 日 （ 木 ）２８ 日 （ 金 ）   

 秋  期  ２ ０ １ ３ 年  １０ 月２５ 日 （ 金 ）  

 冬  期  ２ ０ １ ４ 年  １ 月３１ 日 （ 金 ）  

【 会   場 】（ 春 期 ・ 秋 期 ・ 冬 期 い ず れ も ）  

 貸会議室・貸教室  内海  ２階教室  

               東 京 都 千 代 田 区 三 崎 町 3-6-15 東 京 学 院 ビ ル ２ 階  

TEL03-3261 -0017 

         JR「 水 道 橋 駅 」 西 口 徒 歩 １ 分  

【 定   員 】  ８ ０ 人  

 

【 参  加  費 】  ・ 受 講 料   ２ ８ ， ０ ０ ０ 円 （ 全 講 義 ）  

       ・ 聴 講 料 ａ    ３ ， ０ ０ ０ 円 （ １ 講 義 ）  

       ・ 聴 講 料 ｂ   ６ ， ０ ０ ０ 円 （ フ ィ ー ル ド ワ ー ク ）  

・ 聴 講 料 ｃ   ２ ， ０ ０ ０ 円  （ 講 義 ⑧ 上 映 会 ）  

        ＊ Ｋ Ｍ Ｊ 会 員 の 方 は １ 割 引 で す 。  

【 お 申 込 み 方 法 】  

 6 月 21 日 （ 金 ） ま で に 別 紙 申 込 用 紙 に 必 要 事 項 を ご 記 入 の 上 、 下 記 の 申 込 先 ま で 郵 送

又 は 、 Ｆ Ａ Ｘ に て お 申 し 込 み 下 さ い 。 ま た 、 受 講 料 （ 聴 講 料 ） に つ き ま し て は 、 下 記 の

銀 行 口 座 に お 振 り 込 み 下 さ い 。お 申 し 込 み 後 、請 求 書 を お 送 り し ま す 。領 収 書 は 、当 日 、

資 料 と 一 緒 に お 渡 し い た し ま す 。 な お 、 当 日 は 受 付 に て お 名 前 を チ ェ ッ ク さ せ て い た だ

く こ と で 参 加 確 認 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 

☆ お 振 り 込 み 先  

 

三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行  生 野 支 店  普 通 預 金  ３ ９ ３ ６ ５ ９ ９  

名  義  社 団 法 人 大 阪 国 際 理 解 教 育 研 究 セ ン タ ー   

理 事 長  仲 尾 宏 （ 5月 ま で ）  

一 般 社 団 法 人 在 日 コ リ ア ン ・ マ イ ノ リ テ ィ ー 人 権 研 究 セ ン タ ー  

理 事 長  仲 尾 宏 （ 5月 以 降 ）  



【 春 期 講 座 】  

一 日 目 （ 6/27）  

【 東 京 セ ミ ナ ー 15 周 年 記 念 講 義 】  

 講  義 ①  江 戸 の 朝 鮮 通 信 使  

 講  師    仲 尾  宏 さ ん （ 京 都 造 形 芸 術 大 学 客 員 教 授 、 Ｋ Ｍ Ｊ 理 事 長 ）  

      東 京 セ ミ ナ ー 15 周 年 を 記 念 し て 、 東 京 ・ 江 戸 に ゆ か り が あ り 、 日 本 と 朝 鮮

の 善 隣 友 好 の 象 徴 で あ っ た 朝 鮮 通 信 使 に つ い て 、 当 セ ン タ ー の 仲 尾 宏 理 事

長 に 講 義 を し て い た だ き ま す 。 歴 史 認 識 や 領 土 問 題 な ど で 揺 れ る 昨 今 の 日

韓 ・ 日 朝 関 係 の こ れ か ら を 考 え る ヒ ン ト が 朝 鮮 通 信 使 に あ る よ う に 思 い ま

す 。  

 講  義 ②  関 東 大 震 災 時 の 朝 鮮 人 虐 殺 と そ の 後 ９ ０ 年  

 講  師   山 田  昭 次 さ ん （ 立 教 大 学 名 誉 教 授 ）  

      今 年 は あ の 忌 ま わ し き 関 東 大 震 災 時 に お け る 朝 鮮 人 虐 殺 か ら ９ ０ 年 を 迎 え

ま す 。 し か し 昨 今 、「 朝 鮮 人 虐 殺 」 を 否 定 す る 動 き が 活 発 化 し て い ま す 。 山

田 先 生 に は 虐 殺 後 に 日 本 の 国 家 と 民 衆 が こ の 事 件 に ど の よ う に 向 き あ っ て

き た の か を 最 近 の 事 例 と あ わ せ て 講 義 を し て い た だ き ま す 。  

      

講  義 ③  映 画 「 払 い 下 げ ら れ た 朝 鮮 人 － 関 東 大 震 災 と 習 志 野 収 容 所 」 上 映  

（ 50 分 1 9 8 6 年 、 呉 充 功 監 督 ） 

 解  説   呉  充 功 （ ｵ  ﾁ ｭ ﾝ ｺ ﾞ ﾝ） さ ん （ 映 画 監 督 ）  

      関 東 大 震 災 後 、千 葉・船 橋 の 朝 鮮 人 労 働 者 た ち が 、軍 隊 に よ っ て 村 人 た ち に    

      “ 払 い 下 げ ” ら れ 殺 さ れ た 事 件 が あ り ま し た 。 こ の 事 件 の 背 景 や そ の 後 を 追  

      っ た の が こ の 記 録 映 画 で す 。 高 津 観 音 寺 境 内 に 建 て ら れ た 墓 碑 や 普 化 鐘 楼 が    

      作 ら れ て い く 過 程 な ど が 丁 寧 に 描 か れ て い ま す 。 そ の 他 に も 船 橋 で 起 き た 自  

      警 団 に よ る 朝 鮮 人 虐 殺 事 件 の 目 撃 談 な ど 、 今 で は 聞 く こ と の で き な い 貴 重 な  

      証 言 が こ の 映 画 に は 詰 ま っ て い ま す 。 翌 日 の フ ィ ー ル ド ワ ー ク に 参 加 さ れ る  

      方 に は 必 見 の 映 画 で す 。 そ し て こ の 映 画 を つ く ら れ た 呉 監 督 に も ご 登 壇 い た  

      だ き 、 こ の 映 画 に 込 め ら れ た 思 い を 語 っ て い た だ く 予 定 で す 。  

二 日 目 （ 6/28）  

 講  義 ④ フ ィ ー ル ド ワ ー ク － 千 葉 に お け る 関 東 大 震 災 朝 鮮 人 虐 殺 と 追 悼  

案  内  平 形  千 恵 子 さ ん  

     （ 千 葉 に お け る 関 東 大 震 災 と 朝 鮮 人 犠 牲 者 追 悼 ・ 調 査 実 行 委 員 会 ）  

①  船 橋 市 営 馬 込 霊 園 ・「 船 橋 無 線 塔 記 念 碑 」  

②  高 津 観 音 寺 ・ な ぎ の 原  

③ 萱 田 の 長 福 寺 ・ 村 上 橋  

関 東 大 震 災 下 、 千 葉 県 で お き た 朝 鮮 人 虐 殺 の 究 明 と 慰 霊 に 取 り 組 ま れ て き た 「 千 葉

に お け る 関 東 大 震 災 と 朝 鮮 人 犠 牲 者 追 悼 ・ 調 査 実 行 委 員 会 」 の 平 形 千 恵 子 さ ん に 、

虐 殺 現 場 や 慰 霊 碑 な ど を ご 案 内 し て い た だ き ま す 。  

 

 

 



＊ フ ィ ー ル ド ワ ー ク に つ い て  

  ① 集 合 は 9:00 に Ｊ Ｒ 船 橋 駅 中 央 改 札 口 集 合 で す 。  

② 昼 食 は 船 橋 無 線 塔 記 念 碑 の あ る 行 田 公 園 で と り ま す の で 、 お 弁 当 を ご 用 意 下 さ い 。  

 ③ フ ィ ー ル ド ワ ー ク 終 了 後 、 Ｊ Ｒ 船 橋 駅 周 辺 で 懇 親 会 を 行 い ま す 。 参 加 希 望 の 方 は お

申 し 込 み く だ さ い 。  

17:15～ 18:30 会 費 4000 円 く ら い  

 

【 秋 期 講 座 】（ 10/25）  

 講  義 ⑤  朝 鮮 古 代 史 か ら 見 た 現 在  

  講  師   李  成 市 （ ｲ  ｿ ﾝ ｼ） さ ん （ 早 稲 田 大 学 教 授 ）  

      「 東 ア ジ ア 各 国 が 経 済 的 、政 治 的 な 統 合 を め ざ し 、平 和 と 繁 栄 を 築 く た め に  

      は 古 代 史 か ら 学 ぶ べ き こ と が 多 い 」 李 先 生 の 言 葉 で す 。 朝 鮮 古 代 史 か ら 現 代  

      を 見 る と い う 新 し い 視 点 で 歴 史 を 学 ん で み ま し ょ う 。  

講  義 ⑥  在日コリアンの経済活動 と多文化共生社会 の課題  

 講  師   李  洙 任 （ ｲ  ｽ ｰ ｲ ﾑ） さ ん （ 龍 谷 大 学 教 授 ）  

民 族 差 別 の な か 社 会 的 ・ 法 的 ・ 経 済 的 差 別 待 遇 か ら 日 本 人 と 同 等 の 就 職 機

会 が 与 え ら れ な か っ た 在 日 コ リ ア ン が い か に 生 計 を 維 持 し よ う と し て き た

の か 。 そ の 視 点 か ら 多 文 化 共 生 社 会 へ の 課 題 と 展 望 に つ い て 李 先 生 に 講 義

し て い た だ き ま す 。  

講  義 ⑦  民族教育の権利と朝鮮高 校無償化問題  

 －歴史的視点か ら考える－  

講  師   鄭  栄 桓 （ ﾁｮﾝ  ﾖ ﾝ ﾌ ｧ ﾝ） さ ん （ 明 治 学 院 大 学 ）  

     朝 鮮 学 校 は こ れ ま で 、 当 然 受 け ら れ る べ き 権 利 か ら 政 治 的 理 由 な ど で 排 除

さ れ て い ま す 。 そ の 根 本 的 な 問 題 は 戦 後 日 本 の 在 日 コ リ ア ン 政 策 に 起 因 し

ま す 。 鄭 先 生 に は 民 族 教 育 の 問 題 を 歴 史 的 視 点 か ら 明 ら か に し て い た だ き

ま す 。  

 

【 冬 期 講 座 】（ 1/31）  

講  義 ⑧  「 日 韓 友 好 ス ペ シ ャ ル 」（ 2002.4.10 2 時 間 ） 上 映  

     「 韓 流 」 ブ ー ム が ス タ ー ト し た 2002 年 に 日 本 テ レ ビ で 放 映 さ れ た ス ペ シ ャ

ル 番 組 で す 。 李 王 朝 に 嫁 い だ 日 本 人 ・ 李 方 子 、 朝 鮮 人 特 攻 兵 ・ 光 山 少 尉 、 在

日 3 世 の 人 気 俳 優 ・ 伊 原 剛 志 、Ｊ Ｒ 大 久 保 駅 で の 人 命 救 助 し よ う と し て 犠 牲

に な っ た 韓 国 人 留 学 生 が 取 り 上 げ ら れ て い ま す 。10 年 前 の 作 品 で す が 、い ま

視 て も 色 褪 せ な い 作 品 で す 。 現 状 と 見 比 べ て み ま し ょ う 。  

 講  義 ⑨  フ リ ー ト ー ク 『 在 日 3 世 が こ れ か ら の 日 本 を 熱 く 語 る 』  

      司 会   高  敬 一 （ ｺ ｷ ｮﾝｲﾙ） さ ん  

      ゲ ス ト  辛  仁 夏 （ ｼﾝ ｲ ﾅ） さ ん （ フ リ ー ラ イ タ ー ）  

          ほ か 、 在 日 3 世  

     東 京 セ ミ ナ ー 最 後 の 講 義 は 、在 日 コ リ ア ン の も は や 中 心 世 代 と な っ た ３ 世 に  

      よ る フ リ ー ト ー ク を 行 い ま す 。 本 音 ト ー ク を お 楽 し み に し て く だ さ い 。  

 

 



 

【 ス ケ ジ ュ ー ル 】     

 

６ ／ ２ ７ （ 木 ）  

 

６ ／ ２ ８ （ 金 ）  

 

１ ０ ／ ２ ５ （ 金 ）  

 

１ ／ ３ １ （ 金 ）  

 

9:30 受 付 開 始  

 

9:00 Ｊ Ｒ 船 橋 駅  

中 央 改 札 口 集 合  

9:30 受 付 開 始  

 

12:30  受 付 開 始  

 

9:55 開  会  

 

9:30 船 橋 市 営 馬 込 霊 園  9:55 開  会  13:00  講 義 ⑧  

10:00 講 義 ①  

 

10:30 船 橋 無 線 塔 記 念 碑  

   （ 行 田 公 園 ）  

10:00 講 義 ⑤  15:00  休  憩  

11:50 昼  食  

 

11:30 昼  食  

（ 行 田 公 園 ）  

11:50 昼  食  15:15  講 義 ⑨  

13:00 講 義 ②  

 

13:00 高 津 観 音 寺  

   な ぎ の 原  

13:00 講 義 ⑥  16:45  終  了  

14:50 休  憩  

 

15:00 長 福 寺  

   村 上 橋  

14:50 休  憩   

15:00 講 義 ③  

 

17:00 Ｊ Ｒ 船 橋 駅 解 散  15:00 講 義 ⑦   

16:50 閉  会  

 

17:15 懇 親 会  16:50 閉  会   

17:00 終  了  

 

 17:00 終  了   

    

  

 

  

 

 ☆ 連 絡 先  

 一 般 社 団 法 人 在 日 コ リ ア ン ・ マ イ ノ リ テ ィ ー 人 権 研 究 セ ン タ ー  

    担  当  高 敬 一 （ コ ・ キ ョ ン イ ル ） ま で  

  〒 544 -0033 大 阪 府 大 阪 市 生 野 区 中 川 西 3 -10 -18 

  TE L06 -6717 -27 01 FA X06 -6717 -2702 

  e -mai l： k mj@s tar.od n .ne . jp  UR L： http : / / ww w3. to /k mj1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      第１５回  在日コリアン人権啓発東京セミナー  

受講（聴講）申込書  

（ＦＡＸ０６－６７１７－２７０２）  

 □  受  講（８講義とフィールドワークすべて受講される方です）  

 

 □  聴  講（ 聴 講 希 望 講 義 番 号                     ）  

 ＊ 聴 講 希 望 の 場 合 は 、 講 義 番 号 を ご 記 入 下 さ い 。 例 え ば 、 仲 尾 さ ん の 講 義 の み 聴 講 し た  

い 場 合 は ① 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 場 合 は ④ 複 数 の 場 合 は ① ② ④ ⑥ と ご 記 入 下 さ い 。  

 

①  江 戸 の 朝 鮮 通 信 使  仲 尾 宏 さ ん  

②  関 東 大 震 災 時 の 朝 鮮 人 虐 殺 と そ の 後 ９ ０ 年  山 田 昭 次 さ ん  

③  映 画 「 払 い 下 げ ら れ た 朝 鮮 人 － 関 東 大 震 災 と 習 志 野 収 容 所 」 上 映  

④  フ ィ ー ル ド ワ ー ク － 千 葉 に お け る 関 東 大 震 災 朝 鮮 人 虐 殺 と 追 悼  

⑤  朝 鮮 古 代 史 か ら み た 現 在  李 成 市 さ ん  

⑥  在 日 コ リ ア ン の 経 済 活 動 と 多 文 化 共 生 社 会 の 課 題  李 洙 任 さ ん  

⑦  民 族 教 育 の 権 利 と 朝 鮮 高 校 無 償 化 問 題  鄭 栄 桓 さ ん  

⑧  「 日 韓 友 好 ス ペ シ ャ ル 」 上 映  

⑨  フ リ ー ト ー ク 『 在 日 3世 が こ れ か ら の 日 本 を 熱 く 語 る 』  

 

ﾌﾘｶﾞﾅ    

勤 務 先 名  

担 当 部 署  

 

 

受 講 者  

 

 

住 所  

電 話  

Ｆ Ａ Ｘ  

 

 〒  

 

 

   Ｔ Ｅ Ｌ              Ｆ Ａ Ｘ  

 

＊ 複 数 名 参 加 の 場 合 は 下 記 に 受 講 （ 聴 講 ） 者 名 と 担 当 部 署 を ご 記 入 く だ さ い 。  

 

 受 講 （ 聴 講 ） 者 名      担 当 部 署     受 講 ・ 聴 講   

  □ 受 講  

□ 聴 講 （ 番 号        ）  

  □ 受 講  

□ 聴 講 （ 番 号        ）  

  □ 受 講  

□ 聴 講 （ 番 号        ）  

 

＊ ６ ／ ２ ８ （ 金 ） フ ィ ー ル ド ワ ー ク 後 の 懇 親 会 （ Ｊ Ｒ 船 橋 駅 ）  

 □  参  加  

 

 

 

 事 務 確 認 欄 （ 事 務 確 認 欄 は 記 入 し な い で く だ さ い ）  

 受 付 Ｎ ｏ   受 付 日    入 金 日   担 当 者  備  考  

     

 


